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Identification of the product : Scroll Vacuum Pump

Name and address of Name and address of 
 the manufacturer :  the authorised representative :

ULVAC KIKO, Inc. Takaaki Yamaguchi
291-7, Chausubaru, Saito-shi, ULVAC GmbH
Miyazaki-ken, 881-0037, Parkring 11,85748 Garching,
Japan Germany

This declaration of conformity is issued under the sole responsibility of the manufacturer.

Object of the declaration :

Series DIS-90
Models Designation DIS-90

Ratings 1-phase, 50Hz,  AC100/200/230V
60Hz,  AC100/115/200/230V

The object of the declaration described above is in conformity with the relevant 
 EU harmonisation legislation :

2006 / 42 / EC Machinery Directive
2011 / 65 / EU Restriction of the use of certain Hazardous Substances

 in Electrical and electronic equipment

References to the relevant harmonised standards used or references to the specifications
 in relation to which conformity is declared :

EN 1012-2:1996+A1:2009 Compressors and Vacuum Pumps-Safety Requirements,
 Part 2: Vacuum Pumps

EN 50581:2012 Technical documentation for the assessment of electrical
 and electronic products with respect to the restriction of
 hazardous substances

Name and address of the notified body :

TÜV Rheinland LGA Products GmbH - Tillystraße 2 - 90431 Nürnberg, Germany

Signed for and on behalf of the above named manufacturer :

Place and date of issue : Miyazaki, Japan
Name, function : Tsuneo Osaka

Manager of Engineering Dept.
Signature :

Declaration of Conformity

6-Jun-2016
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は じ め に 
重要なお知らせ 

操作や機能を正しくご理解いただくため、この取扱説明書を必ずお読みになり、重要

な警告、注意事項及び取扱い方法について、十分に理解された方が本製品をご使用く

ださい。 

正しい方法にてご使用いただけない場合、使用者に死亡や重大な身体上の障害、火災

や爆発が起こる可能性がありますので十分ご注意願います。

この取扱説明書は、すぐに確認できる場所に大切に保管してください。

◆ 安全性について  

・本取扱説明書で示す安全事項は、必要最低限のものです。国や自治体の消防、電気、

安全関連の法規、規則、またそれぞれの企業や事業所で規則・規定として守るべき事

項に従ってください。 

・本文中に次の警告・注意マークで示されている箇所は、安全にお取り扱いいただく

ため、特に重要です。 

・絵表示、記号の意味は次のようになっています。 

注意喚起の表示

警   告 
警告内容を怠った場合､人が死亡又は重傷を負う可能性が想

定されることを示します。 

注   意 
注意内容を怠った場合、人が傷害を負う可能性又は物的損害

の発生する可能性が想定されることを示します。 

絵表示の例 

この記号は「注意すべきこと」を意味しています。 

記号の中や近くに、具体的な注意内容を表示します。 

(左の例は感電注意) 

この記号は「してはいけないこと」を意味しています。 

記号の中や近くに、具体的な禁止内容を表示します。 

(左の例は接触禁止) 

この記号は「しなければならないこと」を意味しています。 

記号の中や近くに、具体的な指示内容を表示します。 

(左の例は必ずアース線を接続せよ) 

＊警告、注意の表示を無視して使用した場合の損害、損傷については、当社では責任

を負いかねますのでご了承願います。 

補足表示 

重 要
この記号は、機械の性能や機能を十分に発揮してご使用いただく

ために守っていただきたい内容を示しています。 

◆ この商品の保証について  

巻末に保証と修理サービスについての説明があります。必ずお読みください。 
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は じ め に 
安全上のご注意 

ここに示した内容は、安全に関する重大な内容ですので、ご使用の前によくお読みの上、

正しくご使用ください。 

警 告

持ち上げ注意 

荷崩れの危険
真空ポンプを移動、設置の際(DIS-90 の質

量は14kg)は電動機取手をしっかりと持ち

設置してください。 

真空ポンプが落下したり、真空ポンプと他

の物体などとの間に挟まれることにより

破損事故や故障、身体上の傷害を起こすお

それがあります。 

水分接触の回避

感電の危険
雨や蒸気など水分の当たらない場所に設

置してください。 

電源接続部に水分が当たるとショートや

感電による火災や身体上の傷害を起こす

おそれがあります。

安全な場所に設置

爆発・火災・破損事故の危険
爆発、発火性ガス、可燃物、腐食性ガスの

ない場所に設置してください。 

爆発・発火・破損事故の原因となります。

有資格者に依頼 

ショート・感電の危険 
電気配線工事は、電気工事士又は資格のあ

る人に依頼してください。 

ショートや感電による火災や身体上の傷

害を起こすおそれがあります。

電源の遮断 

感電・巻き込まれの危険
配線作業は、必ず建物側電源を切ってから

行ってください。 

電源を切らずに行うと感電や回転物によ

る身体上の傷害を起こすおそれがありま

す。

回路保護の設置 

破損事故・火災・故障の危険
回路保護用として、必ず過電流保護装置を

設けてください。 

また、電路保護として分岐回路に配線用遮

断器(定格 15A)の設置を推奨いたします。 

異常発生時に緊急停止されない場合、破損

事故や火災、故障の原因となります。

緊急停止 

スイッチの設置 

破損事故・火災・故障の危険
緊急停止用として、必ず電源スイッチ(緊

急停止が可能なブレーカでも可)を設けて

ください。 

異常発生時に緊急停止されない場合、破損

事故や火災、故障の原因となります。

漏電ブレーカ使用 

火災・感電の危険 
漏電ブレーカを設置してください。 

保護されない場合、火災や感電による身体

上の傷害を起こすおそれがあります。

電動機保護 

装置の使用 

電気火災・感電の危険 
電動機保護用として過負荷保護装置及び

過電流保護装置を設置してください。 

保護されない場合、電気火災、感電などに

よる身体上の傷害を起こすことがありま

す。 

保護装置の選定でご不明な点などござい

ましたら、お買い上げの販売店又は当社支

店、営業所までご相談ください。 

配線注意 

ショート・感電の危険 
電源ケーブル、アース線には、断面積 2mm2

以上(定格 10A 以上)の電源ケーブルを推

奨いたします。 

ご使用の電源事情に合わせて電圧降下な

どの発生がないようにご注意ください。 

定格以下のケーブルを使用したり、電路保

護されない場合、ショートや感電による火

災や身体上の傷害を起こすおそれがあり

ます。 

圧着端子使用 

ショート・感電の危険 
電源ケーブルには適切な丸形圧着端子を

圧着工具で強固に付け、電動機端子部に接

続してください。 

適切な圧着端子を使用しない場合、あるい

は直接電線を接続した場合は、ゆるみ、外

れが起こり、ショートや感電による火災や

身体上の傷害を起こすおそれがあります。 

ケーブル引張防止 

ショート・感電の危険 
必ず電動機端子箱穴φ22mm 部にケーブル

グランドなどを取付けてください。 

電源ケーブルが抜けて短絡するなどによ

り、ショートや感電などによる火災や身体

上の傷害を起こすおそれがあります。 
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は じ め に 
安全上のご注意 

警 告

ケーブル引張防止 

ショート・感電の危険 
電源ケーブルは固定具で確実に固定して

引っ張りや擦れによる摩耗、ひねりによる

損傷からケーブル及び端子を保護してく

ださい。 

電源ケーブルが抜けて短絡するなどによ

り、ショートや感電などによる火災や身体

上の傷害を起こすおそれがあります。

アース接続 

感電の危険 
電動機端子箱の中のアース端子に、アース

線を接続してください。 

アースを接続しないと感電による身体上

の傷害を起こすおそれがあります。

サーマルプロテク

タ付 

自動再運転の危険 
メンテナンス、点検時には、必ず電源を切

ってください。 

電動機には、自動復帰するサーマルプロテ

クタが付いています。 

プロテクタが作動後、電動機が冷えるとプ

ロテクタがリセットされ、ポンプが再運転

します。 

危険なガスの 

排気禁止 

爆発・発火の危険
人体に有害なガス、爆発・発火の危険性の

あるガス、腐食性ガス、薬品、溶剤、粉体

などは流さないでください。 

流したガスそのもの又は爆発や発火による

故障や身体上の傷害を起こす恐れおそれが

あります。

異物差込禁止

巻き込まれ・異物飛散の危険
ファンカバー風穴、電動機風穴部及び

FS(1)、FS(2)冷却フィン部隙間などに、

指や異物を絶対に入れないでください。 

回転体への巻き込まれや異物の飛散によ

る身体上の傷害を起こすおそれがありま

す。 改造禁止 

感電・巻き込まれの危険
安全装置や絶縁部品を外したり、改造し

たりしないでください。 

感電や回転物による身体上の傷害を起こ

すおそれがあります。 

また、性能及び寿命低下をまねき保証対

象外となります。 

真空ポンプ停止後 

変更実施 

故障・傷害の危険 
エアーフラッシュポートの変更は、真空ポ

ンプを停止してから行ってください。運転

中に行うと、真空ポンプの故障の原因とな

るばかりでなく、身体上の傷害を起こすお

それがあります。

保守点検実施 

故障・傷害の危険
保守点検を定期的に実施してください。 

保守点検を怠りますと、十分な性能が得ら

れないだけでなく本体に異常をきたすこ

とがあります。真空ポンプの故障の原因と

なるばかりでなく、身体上の傷害を起こす

おそれがあります。 

高温注意 

火傷の危険
保守点検は真空ポンプが充分に冷えてか

ら行ってください。 

停止直後に保守点検を行うと火傷による

身体上の傷害を起こすおそれがあります。

電源の遮断 

感電・巻き込まれの危険
点検・整備をする際は必ず建物側電源を切

ってから行ってください。 

電源を切らずに行いますと感電や回転物

による身体上の傷害を起こすおそれがあ

ります。

修理依頼 

破損事故・故障・寿命低下の危険
修理依頼は当社若しくは認定業者に依頼

してください。 

修理に不備・不良があると破損事故や故

障、寿命低下の原因となります。
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は じ め に 
安全上のご注意 

注 意

規定温度で使用 

異常過熱の危険
周囲温度5℃～40℃の範囲で使用してくだ

さい。 

温度範囲外で使用すると、異常過熱による

破損事故や故障の原因となるばかりでな

く、火傷による身体上の障害を起こすおそ

れがあります。 換気注意 

異常過熱の危険
風通しのよい場所に設置してください。 

空冷式のため、風通しが悪いと冷却が阻害

され、異常過熱による破損事故や故障の原

因となるばかりでなく、火傷による身体上

の障害を起こすおそれがあります。

粉塵注意 

粉塵噛み込みの危険
粉塵の多い場所では、使用しないでくださ

い。 

粉塵が入ると故障の原因となります。

水平設置 

バランス不良の危険
必ず設置上、十分強固で水平な床面（5°

以下）に設置してください。 

水平に設置されないと故障や真空ポンプ

が移動するなどの原因となります。 

設置面が不安定な場合、DIS-90 はポンプ

脚のφ7穴4箇所を利用してボルトなどで

固定してください。

直射日光注意 

異常過熱の危険 
直射日光の当たらない場所に設置してく

ださい。 

真空ポンプに直射日光が当たると異常過

熱になり、故障の原因となります。

電圧確認 

電動機の焼損
配線する前に、電源電圧を確認してくださ

い。本製品は、単相 AC100Ｖ級と AC200Ｖ

級の両用タイプです。電圧切り替えは端子

台にて行います。出荷時は 200V 級結線と

なっています。使用される電源電圧を確認

して端子台に配線を行ってください。 

配線や電源電圧を間違えると電動機焼損

などの故障の原因となります。

異常箇所点検

異常再発・故障の危険
漏電ブレーカや電動機保護用ブレーカ、サーマル

プロテクタが作動した場合は一度電源を切り、必

ず異常箇所の点検を行い、原因を取り除いた後

に、真空ポンプを運転してください。 

原因が取り除かれていない場合、異常の再発や故

障の原因となります。
ブランクフランジ

の取り外し 

排気阻害の危険 
吸気口及び排気口のブランクフランジを

取り外してください。 

ブランクフランジを付けたまま運転を行

うと、排気が阻害されたり、排気の勢いで

ブランクフランジが飛び出して破損事故

や故障の原因となるばかりでなく、飛出物

との接触による身体上の障害を起こすお

それがあります。

異物吸い込み禁止 

異物噛み込みの危険 
回転方向を確認する時に、異物を吸気口に

吸い込ませないようにしてください。 

異物が入ると故障の原因となります。

排気抵抗に注意 

排気阻害の危険 
真空ポンプ排気口に排気配管を接続する

場合、他の真空ポンプなどと集合配管を行

う場合には、配管サイズ・長さに注意し、

排気抵抗にならないようにしてください。 

排気抵抗があると排気が阻害され、故障の

原因となります。

仕切弁を閉じて 

起動・停止実施

真空破壊・汚染の危険
起動・停止する時には、真空ポンプと吸気

側装置との間の仕切弁は必ず閉じてくだ

さい。 

仕切弁を開けたまま起動・停止をすると、

真空ポンプ内のガスや付着した粉塵など

が差圧によって装置側へ逆流し、装置側の

真空破壊や汚染を起こすおそれがありま

す。

吸気口開放 

異常音発生・故障の危険 
真空ポンプ再起動は、吸気口部を 5 秒間程

度大気に開放してから行ってください。 

真空ポンプ内部の温度バランスがくずれ、

故障の原因となります。



-5-

は じ め に 
安全上のご注意 

注 意

吸気ガス 

温度に注意 

吸気ガス許容温度超過の危険 
吸気ガスの温度が 50℃以上の場合は、必

ず中間にチラーやトラップを設け、真空

ポンプが吸気するガスの温度を 50℃以

下にしてください。 

真空ポンプ温度が上昇し、故障の原因と

なります。

エアーフラッシュ 

ポートを開けて 

運転 

水分残留の危険
水蒸気を排気する場合は、必ずエアーフラ

ッシュポートを開けてご使用ください。 

(エアーフラッシュ開運転) 

エアーフラッシュポートを閉じたまま水

蒸気を排気すると、真空ポンプ内部に凝縮

した水分などが残り、故障の原因となりま

す。 

水蒸気排気後の注

意 

水分排出不足の危険 
水蒸気排気終了後は、更に1時間以上のエ

アーフラッシュ開運転を行ってください。

水蒸気排気の直後にエアーフラッシュポ

ートを閉じたり、真空ポンプを停止したり

すると、真空ポンプ内部に凝縮した水分が

残り、故障の原因となります。
導入ガス流量に 

注意 

導入ガス許容量超過の危険 
エアーフラッシュポートにN2 ガス又はド

ライエアーを導入する場合、圧力は大気圧

同等、流量は4L/min以下となるようにして

ください。 

真空ポンプ内部圧力増により故障の原因

となります。 

運転間隔・始動回

数に注意 

電動機故障の危険 
始動頻度が著しい使用は行わないでくだ

さい。 

電動機焼損などの故障の原因となります。

適切な運転間隔、始動回数は使用環境によ

り異なる場合があります。ご不明点は、お

買い上げの販売店又は当社支店、営業所ま

でご相談ください。

製品・部品の 

廃棄方法 

この製品および部品を廃棄する場合には

国・地方自治体の法令にしたがって廃棄し

てください。 

時間計の廃棄方法 

時間計にはリチウム電池を内蔵しており

ますので、絶対火中に投棄しないでくださ

い。 

また、廃棄時には国・地方自治体の法令に

したがって廃棄してください。 

リチウム電池の 

廃棄方法 

時間計に内蔵のリチウム電池単独で廃棄

する場合、乾電池と同様に国・自治体によ

って処理、処分の仕方が異なっていますの

で、その指示に従ってください。 

なお、リチウム電池を廃棄する場合は、絶

対火中に投棄しないでください。 

また、他の金属と接触すると発熱・破裂・

発火するおそれがありますので、必ず端子

（＋・－）を粘着性の絶縁テープなどで覆

ってください。 
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感電注意 

高温注意 

警告表示貼付け位置 

警告表示貼付け位置   

警告表示は常に汚れや破損のないように保ち、もし、破損・紛失した場合は、新し

いものに貼り直してください。 

表示銘板のご購入はお買い上げの販売店又は当社支店、営業所までお申し付けくだ

さい。 

モータブラケット

時間計カバー部

保護カバー部
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ビニール袋 

（エアーマフラが入っています）

１．ご 使 用 に な る 前 に 
１．１現品確認 
・天地を確認の上、開梱してください。 

・形式がご注文通りか確認してください。 

形式の見方 

Ｄ Ｉ Ｓ － ９ ０ 

・破損している場所がないか確認してください。 

万一、破損している場合がありましたら、お買い上げの販売店又は当社支店、営業

所までお問い合わせください。 

・付属品を確認してください。 

取扱説明書(本書) 

エアーフラッシュ用エアーマフラ(電動機取手部に取り付けてあります。) 

※電源ケーブル、圧着端子、保護装置、吸気口までの配管類、排気口から先の配管

類はお客様にてご用意ください。 

設計排気速度  

９０：９０ Ｌ／ｍｉｎ 

ＤＩＳ：形式 

製造番号 

○○ ○○○ 

英文字  数字 

製造年
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 開梱  

警 告

荷崩れの危険
真空ポンプを移動、設置の際(DIS-90 の質量は 14kg)は電動機取手をしっかりと持ち設

置してください。 

真空ポンプが落下したり、真空ポンプと他の物体などとの間に挟まれることにより破

損事故や故障、身体上の傷害を起こすおそれがあります。 
持ち上げ注意 

取扱説明書（本書） 

内装材 

スクロール真空ポンプ 

ベース 

外箱 



-10-

吸気口 ＮＷ２５

時間計 

ファンカバー 

電動機 

回転方向銘板 

排気口 ＮＷ１６ 

エアーフラッシュポート（Ｒｃ １／８） 

（出荷時はプラグで閉じています） 

取手 

２．各 部 の 名 称 及び 構 造 

 真 空 ポ ン プ 構 造  

冷却ファン 冷却ファン

旋回スクロール ＯＳ 

固定スクロール ＦＳ(２) 

固定スクロール ＦＳ(１) 
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３．設 置 

警 告

感電の危険
雨や蒸気など水分の当たらない場所に設置してください。

電源接続部に水分が当たるとショートや感電による火災や身体上の傷害を起こすおそ

れがあります。 水分接触の回避 

爆発・火災・破損事故の危険
爆発、発火性ガス、可燃物、腐食性ガスのない場所に設置してください。

爆発・発火・破損事故の原因となります。

安全な場所に設置 

注 意

異常過熱の危険
周囲温度 5℃～40℃の範囲で使用してください。 

温度範囲外で使用すると、異常過熱による破損事故や故障の原因となるばかりでなく、

火傷による身体上の障害を起こすおそれがあります。 規定温度で使用 

異常過熱の危険
風通しのよい場所(換気風量 下表参照)に設置してください。 

空冷式のため、風通しが悪いと冷却が阻害され、異常過熱による破損事故や故障の原

因となるばかりでなく、火傷による身体上の障害を起こすおそれがあります。 

必 要 換 気 量 

2 m3/min 以上 換気注意 

粉塵噛み込みの危険
粉塵の多い場所では、使用しないでください。

粉塵が入ると故障の原因となります。 

粉塵注意 

バランス不良の危険
必ず設置上、十分強固で水平な床面（5°以下）に設置してください。 

水平に設置されないと故障や真空ポンプが移動するなどの原因となります。 

設置面が不安定な場合、DIS-90 はポンプ脚のφ7穴 4箇所を利用してボルトなどで固

定してください。 

水平設置 

異常過熱の危険 
直射日光の当たらない場所に設置してください。

真空ポンプに直射日光が当たると異常過熱になり、故障の原因となります。 

直射日光注意 

重  要   
真空ポンプを装置へ組み込みの際には、メンテナンス性、周囲温度、配管等にご配慮ください。 

なお、真空ポンプは必ず装置に水平に固定してください。 
ご不明な点に関してはお買い上げの販売店又は当社支店、営業所にご相談ください。 

φ7穴部 

5°以下 



-12-

３．１ 配線 

警 告

ショート・感電の危険 
電気配線工事は、電気工事士又は資格のある人に依頼してください。 

ショートや感電による火災や身体上の傷害を起こすおそれがあります。

有資格者に依頼 

感電・巻き込まれの危険
配線作業は、必ず建物側電源を切ってから行ってください。

電源を切らずに行うと感電や回転物による身体上の傷害を起こすおそれがあります。 

電源の遮断 

破損事故・火災・故障の危険
回路保護用として、必ず過電流保護装置を設けてください。

また、電路保護として分岐回路に配線用遮断器(定格 15A)の設置を推奨いたします。 

異常発生時に緊急停止されない場合、破損事故や火災、故障の原因となります。 回路保護の設置 

破損事故・火災・故障の危険
緊急停止用として、必ず電源スイッチ(緊急停止が可能なブレーカでも可)を設けてく

ださい。 

異常発生時に緊急停止されない場合、破損事故や火災、故障の原因となります。 緊急停止 

スイッチの設置 

火災・感電の危険 
漏電ブレーカを設置してください。 

保護されない場合、火災や感電による身体上の傷害を起こすおそれがあります。

漏電ブレーカ使用 

電気火災・感電の危険（14頁 表-1 推奨値記載） 
電動機保護用として過負荷保護装置及び過電流保護装置を設置してください。 

保護されない場合、電気火災、感電などによる身体上の傷害を起こすことがあります。 

保護装置の選定でご不明な点などございましたら、お買い上げの販売店又は当社支店、

営業所までご相談ください。

電動機保護装置 

の使用 

ショート・感電の危険 
電源ケーブル、アース線には、断面積 2mm2以上(定格 10A以上)の電源ケーブルを推奨

いたします。 

ご使用の電源事情に合わせて電圧降下などの発生がないようにご注意ください。 

定格以下のケーブルを使用したり、電路保護されない場合、ショートや感電による火

災や身体上の傷害を起こすおそれがあります。

配線注意 

ショート・感電の危険 
電源ケーブルには適切な丸形圧着端子を圧着工具で強固に付け、電動機端子部に接続

してください。 

適切な圧着端子を使用しない場合、あるいは直接電線を接続した場合は、ゆるみ、外

れが起こり、ショートや感電による火災や身体上の傷害を起こすおそれがあります。 
圧着端子使用 

ショート・感電の危険 
必ず電動機端子箱穴φ22mm部にケーブルグランドなどを取付けてください。 

電源ケーブルが抜けて短絡するなどにより、ショートや感電などによる火災や身体上

の傷害を起こすおそれがあります。 ケーブル引張防止 

ショート・感電の危険 
電源ケーブルは固定具で確実に固定して引っ張りや擦れによる摩耗、ひねりによる損

傷からケーブル及び端子を保護してください。 

電源ケーブルが抜けて短絡するなどにより、ショートや感電などによる火災や身体上

の傷害を起こすおそれがあります。
ケーブル引張防止 

感電の危険 
電動機端子箱の中のアース端子に、アース線を接続してください。 

アースを接続しないと感電による身体上の傷害を起こすおそれがあります。 

アース接続 

自動再運転の危険 
メンテナンス、点検時には、必ず電源を切ってください。 

電動機には、自動復帰するサーマルプロテクタが付いています。 

プロテクタ作動後、電動機が冷えると自動的にプロテクタがリセットされ、ポンプが

再運転します。
サーマルプロテクタ

付
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CSA 要求事項 

Thermally protected automatic reset. TYPE TP212. Motor restart without warning after protector trip. 
 Min. circuit ampacity of conductor is 10A 
 Max. branch circuit breaker is 15A 
参考訳 

電動機はサーマルプロテクタ(自動復帰タイプTP212)で保護されています。電動機はサーマルプロテクタが作動し

て停止したあと、事前の警告無しに再起動します。 

 配線の許容電流値は、10Aです。 

 分岐回路の配線用遮断機の定格は 15A です。

ヨーロッパで使用する場合

This vacuum pump must be equipped with a main disconnect device in accordance with requirements of 
EN60204-1, clause 5.3.2.It is recommended to use a circuit breaker as main breaker which is suitable for isolation 
according to EN60947-2 and is equipped with an operating handle which is lockable in OFF position and complies 
with the other requirements of EN60204-1, clause 5.3. 
参考訳

この真空ポンプはEN60204-1 5.3.2項の条件を満たす遮断機と共に使用しなければいけません。EN60947-2に従って適
切な配線用遮断機をメインブレーカとして備えることを推奨します。また配線用遮断機は「OFF」の位置で固定できるハン
ドルを備えたEN60204-1 5.3項の条件を満たすことを推奨します。

注 意

電動機の焼損
配線する前に、電源電圧を確認してください。 

本製品は、単相 AC100Ｖ級と AC200Ｖ級の両用タイプです。 

電圧切り替えは端子台にて行います。 

出荷時は 200V 級結線となっています。 

使用される電源電圧を確認して端子台に配線を行ってください。 

配線や電源電圧を間違えると電動機焼損などの故障の原因となります。 

電圧確認

異常再発・故障の危険
漏電ブレーカや電動機保護用ブレーカ、サーマルプロテクタが作動した場合は一度電源を切り、

必ず異常箇所の点検を行い、原因を取り除いた後に、真空ポンプを運転してください。 

原因が取り除かれていない場合、異常の再発や故障の原因となります。 異常箇所点検 
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表－1

電圧 

Ｖ 

周波数 

Ｈｚ 

推奨ブレーカ 

(電動機保護装置) 

容量 Ａ 

１００ ５０ ３．０ 

１００ ６０ ２．５ 

１１５ ６０ ２．５ 

２００ ５０ １．５ 

２００ ６０ １．３ 

２３０ ５０ １．９ 

２３０ ６０ １．３ 

緊急停止は電源スイッチまたはブレーカにて行う 

ブレーカによる電動機保護を行う（表－１） 

電源ケーブル、アース線は、定格１０Ａ以上 

丸形端子を使用 

ケーブルグランドを取り付け 

アース線を必ず接続 
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端子台 

電源端子 

Ｍ４ナット 

アース端子 

Ｍ５ボルト

２００Ｖ級結線 

（出荷時結線） 

１００Ｖ級結線 

ターミナルプレート 

（２枚） 

 配線方法  
① 電動機端子箱のＭ５ボルト４本を外して保護カバーを取り外してください。

※ 取り外したＭ５ボルト及び座金の紛失にご注意ください。

② 保護カバーの内側に配線図が表示されています。

③ 結線は、ターミナルプレートとケーブルを図のように

端子台から約５ｍｍ浮かした位置に、上下のナットで 

挟み込み取り付けてください。

ターミナルプレートの組み替えにより、１００Ｖ級結線と２００Ｖ級結線の切り

替えを行います。 

※ 出荷時は２００Ｖ級結線となっています。 

④ １００Ｖ級結線に変更するには、電源端子のＭ４ナットを取り外し、ターミナル

プレートを上図のように組み替えてください。

⑤ 電動機端子箱穴 φ２２ｍｍ部にケーブルグランドなどを取り付けてください。

⑥ 電源ケーブルをケーブルグランド内へ通して端子箱へ挿入してください。

⑦ 各電源端子にＬ－Ｎの各相をＶ１－Ｗ１（２００Ｖ級結線）又はＵ１－Ｗ１   

（１００Ｖ級結線）の各端子に上記配線図に従って結線をしてください。 

電源端子のネジの締付は、トルク１．２～１．５Ｎ・ｍを目安としてください。 

⑧ アース線は十分な長さを準備して、電源ケーブルが引っ張られた場合でもアース

線を介して接地端子に負担がかからないようにしてください。 
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３．２ 試運転 

注 意

排気阻害の危険 
吸気口及び排気口のブランクフランジを取り外してください。 

ブランクフランジを付けたまま運転を行うと、排気が阻害されたり、排気の勢いでブ

ランクフランジが飛び出して破損事故や故障の原因となるばかりでなく、飛出物との

接触による身体上の障害を起こすおそれがあります。

ブランクフランジの

取り外し 

異物噛み込みの危険 
回転方向を確認する時に、異物を吸気口に吸い込ませないようにしてください。 

異物が入ると故障の原因となります。

異物吸い込み注意 

 試運転  
①吸気・排気口の開放 

真空ポンプの吸気口及び 

排気口のブランクフランジ 

(２箇所)を取り外して 

ください。 

②回転方向確認 

 吸気口を開放状態にして 

電源を入れ真空ポンプの 

運転を開始してください。 

真空ポンプの回転方向は 

電動機側から見て時計方向 

です。 

排気口から空気が出ることを確認してください。 

真空ポンプを装置に組み込み遠隔操作で真空ポンプの運転を制御する場合の運転

確認は、真空ポンプ単体で運転確認してから装置に組み込んでください。 

Ｏリング

クランプ 

ブランクフランジ 

回転方向 

回転方向銘板 
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３．３ 装置との接続 
・ＤＩＳ－９０の吸気口はＮＷ２５、排気口はＮＷ１６です。 

注 意

排気阻害の危険 
真空ポンプ排気口に排気配管を接続する場合、他の真空ポンプなどと集合配管を行う

場合には、配管サイズ・長さに注意し、排気抵抗にならないようにしてください。 

排気抵抗があると排気が阻害され、故障の原因となります。 排気抵抗に注意 

重  要   
装置と真空ポンプ吸気口との間には、 仕切弁  を接続してください。 

仕切弁は、真空ポンプ内に付着した粉塵などを装置側へ逆流させないための起動・停止操作に必要なものです。 

(更にリーク弁との併用をおすすめします) 

停電時に真空ポンプ内の粉塵などの逆流を防ぐために、仕切弁は停電時閉となる  自動弁  を用いることを推奨

いたします。 

装置との接続配管類は、清浄なものを使用してください。 
真空ポンプの振動を装置に伝えないように、真空ポンプ吸気口と装置の間をフレキシブルチューブで接続するこ

とを推奨いたします。 

真空ポンプ排気口に排気配管を接続する場合、以下の配管サイズ・長さを目安にしてください。 
・排気管サイズNW16(内径16)として直管相当で最大30m 

ただし、配管が長くなる場合には、排気管サイズを大きくしてください。 

真空ポンプ運転中には、排気配管がつまったり、塞がれたりすることのないようご確認ください。 
排気口圧力は、常に大気圧を超えないようにしてください。 

排気側から結露などにより水分が真空ポンプ内へ流れ込まないよう処置をしてください。 
排気阻害の原因となる場合があります。ドレン排出弁を接続して定期的に水分を排出してください。 

装置 

仕切弁 

(自動弁) 

リーク弁 

真空ポンプ 

排気ダクト 

吸気口 排気口 

ＤＩＳ－９０ 
ドレン排出弁 
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４．運 転 
起動・停止の操作は、必ず以下の手順に従ってください。 

・エアーフラッシュ機構を使用しない場合は、 

４．１項 エアーフラッシュ閉運転[２０頁]に進んでください。 

・エアーフラッシュ機構を使用する場合は、 

４．２項 エアーフラッシュ開運転[２１頁]に進んでください。 

警 告

爆発・発火の危険
人体に有害なガス、爆発・発火の危険性のあるガス、腐食性ガス、薬品、溶剤、粉体など

は流さないでください。

流したガスそのもの又は爆発や発火による故障や身体上の傷害を起こすおそれがあり

ます。 

※水蒸気を排気する場合は、4.2 項[21 頁]に従って運転してください。 

危険なガスの 

排気禁止

巻き込まれ・異物飛散の危険
ファンカバー風穴、電動機風穴部及び FS(1)、FS(2)冷却フィン部隙間などに、指や異

物を絶対に入れないでください。

回転体への巻き込まれや異物の飛散による身体上の傷害を起こすおそれがあります。 

異物差込禁止

感電・巻き込まれの危険
安全装置や絶縁部品を外したり、改造したりしないでください。

感電や回転物による身体上の傷害を起こすおそれがあります。 

また、性能及び寿命低下をまねき保証対象外となります。 改造禁止 

故障・傷害の危険
エアーフラッシュポートの変更は、真空ポンプを停止してから行ってください。 

運転中に行うと、真空ポンプの故障の原因となるばかりでなく、身体上の傷害を起こ

すおそれがあります。 真空ポンプ停止後 

変更実施

指・異物指・異物

ファンカバー風穴

FS(1),(2) 冷却フィン部隙間

電動機風穴
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注 意

排気阻害の危険 
吸気口及び排気口のブランクフランジを取り外してください。 

ブランクフランジを付けたまま運転を行うと、排気が阻害されたり、排気の勢いでブ

ランクフランジが飛び出して破損事故や故障の原因となるばかりでなく、飛出物との

接触による身体上の障害を起こすおそれがあります。

ブランクフランジの

取り外し 

真空破壊・汚染の危険
起動・停止する時には、真空ポンプと吸気側装置との間の仕切弁は必ず閉じてくださ

い。

仕切弁を開けたまま起動・停止をすると、真空ポンプ内のガスや付着した粉塵などが

差圧によって装置側へ逆流し、装置側の真空破壊や汚染を起こすおそれがあります。 

仕切弁を閉じて 

起動・停止実施

異常音発生・故障の危険 
真空ポンプ再起動は、吸気口部を 5秒間程度大気に開放してから行ってください。 

真空ポンプ内部の温度バランスがくずれ、故障の原因となります。 

吸気口開放 

吸気ガス許容温度超過の危険 
吸気ガスの温度が 50℃以上の場合は、必ず中間にチラーやトラップを設け、真空ポン

プが吸気するガスの温度を 50℃以下にしてください。 

真空ポンプ温度が上昇し、故障の原因となります。 吸気ガス 

温度に注意 

水分残留の危険
水蒸気を排気する場合は、必ずエアーフラッシュポートを開けてご使用ください。 

(エアーフラッシュ開運転) 

エアーフラッシュポートを閉じたまま水蒸気を排気すると、真空ポンプ内部に凝縮し

た水分などが残り、故障の原因となります。 

エアーフラッシュ 

ポートを開けて運転 

水分排出不足の危険 
水蒸気排気終了後は、更に1時間以上のエアーフラッシュ開運転を行ってください。 

水蒸気排気の直後にエアーフラッシュポートを閉じたり、真空ポンプを停止したりす

ると、真空ポンプ内部に凝縮した水分が残り、故障の原因となります。 水蒸気排気後の注意 

導入ガス許容量超過の危険 
エアーフラッシュポートにN2 ガス又はドライエアーを導入する場合、圧力は大気圧同

等、流量は9L/min以下となるようにしてください。 

真空ポンプ内部圧力増により故障の原因となります。 導入ガス流量に注意 

電動機故障の危険 
始動頻度が著しい使用は行わないでください。 

電動機焼損などの故障の原因となります。適切な運転間隔、始動回数は使用環境によ

り異なる場合があります。ご不明点は、お買い上げの販売店又は当社支店、営業所ま

でご相談ください。

運転間隔・始動回数に

注意

重  要   
初期運転時(長期間停止後も同様)、真空ポンプの到達圧力が悪い場合 
吸気口を閉にし、2～3回／時間の割合で 3～5秒間大気開放を行いながら、6～8時間の連続運転を行ってくだ

さい。 

真空ポンプ停止中に、真空ポンプ内部に湿気が入り到達性能を悪くしている場合があります。 

運転中に水などの液体又は湿度の高い気体(60％RH 以上)を吸引した場合 
真空ポンプ内部に水分などが溜まり真空ポンプの故障の原因となることがあります。仕切弁を閉じ、吸気口部

を 3～5秒間大気に開放する運転を数回行い、真空ポンプ内部の水分などを排出してください。 

到達圧力付近で連続運転する場合又は湿度の高い気体を連続吸引する場合 
真空ポンプ内部で水分が凝縮・残留し、到達圧力不良や、故障の原因となる場合があります。 

4.2 項[21 頁]に従ってエアーフラッシュ開運転を行ってください。 
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４．１ エアーフラッシュ閉運転 
４．１．１ 起動 
①排気口のブランクフランジが取り外されていることを確認してください。 

②真空ポンプ内のガスや付着した粉塵などが差圧で逆流することによる装置側の真

空破壊や汚染を防ぐため、仕切弁を閉めてください。 

(リーク弁使用の場合は、リーク弁を開いてください) 

③真空ポンプの電源を入れてください。 

外部に電源スイッチを設置して行うか、電動機保護装置(ブレーカ)にて行ってくだ

さい。 

④真空ポンプの起動を確認してください。(リーク弁使用の場合は、起動後直ちにリ

ーク弁を閉じ)仕切弁を開いて装置を排気します。 

重  要   
本真空ポンプを到達圧力付近で連続運転する場合 

(例えば、ターボ分子ポンプの補助ポンプとしてご使用する場合) 
真空ポンプ内部に異物や水分が溜まり真空ポンプの故障の原因となることがあります。 

エアーフラッシュ開運転を行うか、仕切弁を閉じ、吸気口部を 3～5秒間大気に開放する運転を 3～5回毎日行

ってください。 

エアーフラッシュポート(特にエアーマフラ部)にものをぶつけないように気を付けてください。 
故障の原因となります。 

エアーフラッシュ開運転する場合 
騒音が大きくなります(7～8dB増加)。 

真空ポンプは、鉄紛・石粉・研磨紛・木屑などのごみやほこりのない場所で運転してください。 
ごみやほこりでエアーマフラの目詰まりが起こり、エアーフラッシュ効果が損なわれることがあります。 

４．１．２ 停止 
①真空ポンプ内のガスや運転中に付着した粉塵などが差圧で逆流することによる装

置側の真空破壊や汚染を防ぐため、必ず仕切弁を閉めてください。 

(リーク弁使用の場合は、リーク弁を開いてください) 

②真空ポンプの電源を切ってください。 

外部に電源スイッチを設置して行うか、電動機保護装置(ブレーカ)にて行ってくだ

さい。 

③真空ポンプの停止を確認してください。 

重  要   
真空ポンプ停止時は必ず装置との仕切弁を閉めてください。 
エアーフラッシュ開運転中に真空ポンプが停止すると、エアーフラッシュポートより真空ポンプ内部に大気が

逆流するので装置側の真空を保持することができません。また、粉塵などの装置側への逆流を防止するため、

真空ポンプ停止は必ず装置との仕切弁を閉めてから行ってください。 

エアーフラッシュ開運転をエアーフラッシュ閉運転に戻して運転する場合は、4.2.3 項[22 頁]に従って運転し

てください。 
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４．２ エアーフラッシュ開運転 
本真空ポンプには、エアーフラッシュポートが標準装備されています。 

水蒸気を排気する場合は、以降の注意事項をよくお読みになり十分に理解してから操

作してください。 

 エアーフラッシュの目的  

水分の吸引、あるいは湿度の高い気体を真空ポンプで排気すると、真空ポンプ内部で

水分が凝縮します。凝縮した水分は、真空ポンプ内部に残留する場合があります。こ

の残留水分が、到達圧力不良や、故障の原因となる場合があります。そこで、内部に

残留している水分を排出するためにエアーフラッシュ開運転を行います。 

エアーフラッシュ開運転を行うことにより、内部に残留している水分の排出に加えて、

到達圧力を回復させる効果があります。 

※水蒸気処理量はエアーフラッシュ開運転時で上限５ｇ／日(周囲温度２５℃、湿度６０％ＲＨ)です。

重  要   
本真空ポンプの整備基準は、クリーンガス排気として設定していますので、水蒸気を排気する場合と

は異なります。 
水蒸気を排気する場合は、水蒸気の温度、処理量、処理頻度及び水蒸気に含まれる物質などの影響が大きくな

りますので、整備基準(5.2 項[24 頁])が短くなる場合があります。 

警告・注意・重要(4.項[18～19頁])に記載の点にご注意の上、正しくご使用ください。 

４．２．１ 準備 
エアーフラッシュ開運転を開始する場合は、真空ポンプをいったん停止してから、下

記の手順に従って行ってください。絶対に、運転中に行わないでください。 

 エアーマフラの取り付け  
①真空ポンプを停止させてください。 

②エアーフラッシュポートからプラグをスパナ(呼び径１３ｍｍ)などで取り外して

ください。 

③製品付属のエアーマフラをエアーフラッシュポートに軽く締め込んでください。 

※取り外したプラグは紛失しないように大切に保管してください。 

プラグを取り外す 

エアーマフラを取り付ける 

エアーフラッシュポート 
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４．２．２ 起動及び停止 
①４．１．１項 運転[２０頁]に従い真空ポンプを起動してください。 

②４．１．２項 停止[２０頁]に従い真空ポンプを停止してください。 

重  要   
湿度の高い気体を連続吸引する場合 
真空容器を排気する時、容器内の気体の温度、圧力により真空ポンプに吸引される水分量が変わります。 

湿度の高い気体が入った容器を排気する場合は、必ずエアーフラッシュポートを開けて運転してください。 

(エアーフラッシュ開運転)

エアーフラッシュポート(特にエアーマフラ部)にものをぶつけないようにご注意ください。
故障の原因となります。 

エアーフラッシュ開運転する場合 
騒音が大きくなります(7～8dB増加)。 

真空ポンプは、鉄紛・石粉・研磨紛・木屑などのごみやほこりのない場所で運転してください。 
ごみやほこりでエアーマフラの目詰まりが起こり、エアーフラッシュ効果が損なわれることがあります。 

真空ポンプ停止時は必ず装置との仕切弁を閉めてください。 
エアーフラッシュ開運転中に真空ポンプが停止すると、エアーフラッシュポートより真空ポンプ内部に大気が

逆流するので装置側の真空を保持することができません。また、粉塵などの装置側への逆流を防止するため、

真空ポンプ停止は必ず装置との仕切弁を閉めてから行ってください。 

エアーフラッシュを OFF(閉)にして運転する場合は、4.2.3 項[22 頁]に従って運転してください。 

４．２．３ エアーフラッシュ閉運転に変更する場合 
エアーフラッシュ開運転を終了する場合は、真空ポンプをいったん停止してから、下

記の手順に従って行ってください。絶対に、運転中に行わないでください。 

 エアーマフラの取り外し  
①真空ポンプを停止させてください。 

②エアーフラッシュポートからエアーマフラを取り外してください。 

③プラグをエアーフラッシュポートにスパナ(呼び１３ｍｍ)などで軽く締め込んで

ください。 

※エアーフラッシュ開運転を再開する場合は、４．２．１～４．２．２項[２１～２

２頁]に従って準備・起動してください。 

※取り外したエアーマフラは紛失しないように大切に保管してください。 

プラグを取り付ける 

エアーマフラを取り外す 

エアーフラッシュポート 
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５．保 守 点 検 

警 告

故障・傷害の危険
保守点検を定期的に実施してください。

保守点検を怠りますと、十分な性能が得られないだけでなく本体に異常をきたすこと

があります。 

真空ポンプの故障の原因となるばかりでなく、身体上の傷害を起こすおそれがありま

す。

保守点検実施 

火傷の危険
保守点検は真空ポンプが充分に冷えてから行ってください。

停止直後に保守点検を行うと火傷による身体上の傷害を起こすおそれがあります。

高温注意 

自動再運転の危険
メンテナンス、点検時には、必ず電源を切ってください。 

電動機には、自動復帰するサーマルプロテクタが付いています。 

プロテクタ作動後、電動機が冷えると自動的にプロテクタがリセットされ、ポンプが

再運転します。 
サーマルプロテクタ付 

感電・巻き込まれの危険
点検・整備をする際は必ず建物側電源を切ってから行ってください。

電源を切らずに行いますと感電や回転物による身体上の傷害を起こすおそれがありま

す。 電源の遮断 

破損事故・故障・寿命低下の危険 
修理依頼は当社若しくは認定業者に依頼してください。

修理に不備・不良があると破損事故や故障、寿命低下の原因となります。 

修理依頼 

５．１ 日常点検及び保守方法 
次の点検項目を日常的に実施してください。 

項 目 点検内容 対応 

真空ポンプ本体 

異常音 修理依頼 

異常振動 修理依頼 

異常温度 修理依頼 

冷却フィン汚れ、詰まり エアーブロー、掃除 

冷却ファン 

ファンカバー 

回転異常 修理依頼 

汚れ、詰まり、破損 エアーブロー、掃除、修理依頼 

エアーマフラ 汚れ、詰まり 交換 

吐出弁 汚れ、詰まり エアーブロー、掃除 

電源ケーブル 劣化 交換 
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５．２ 整備基準 
整備基準になりましたら、必ずお買い上げの販売店又は当社支店、営業所までご連絡

ください。 

当社若しくは認定業者による整備が必要です。 

このため、分解・組立・改造は絶対に行わないでください。お客様で分解・組立・改

造を行い、その作業が原因で事故が起こった場合、当社は責任を負いません。 

以下の点検箇所に示す部品は消耗部品であり、定期的な交換が必要になります。 

その他、異常があった場合は、その都度交換が必要になります。 

点 検 箇 所  
整備基準 

水処理４００回毎 １年毎又は 

８，０００時間毎

２年毎又は 

１６，０００時間毎

軸受キット グリスアップ／△ ○ △ 

チップシールセット △ ○ △ 

シールセット ○ ○ △ 

Ｏリングセット ○ ○ △ 

吐出弁セット ○ ○ △ 

エアーフラッシュキット ○ ○ ○ 

ピンクランクキット △ △ △ 

本体 
内部クリーニング 

/△ 

内部クリーニング 

/△ 

内部クリーニング 

/△ 

○・・・交換 

△・・・異常が認められた場合は交換 

注１）：整備基準は、期間と運転時間で先に到達した方を適用します。 

注２）：６年目又は４８，０００時間以降の整備は、お買い上げの販売店又は当社支店、営業所にお

問い合わせください。 

重  要   
故障の原因  
据付場所の環境や使用条件が悪い場合には、整備期間を短縮してください。 

特に周囲温度は故障に大きく影響します。 

整備基準は、周囲温度 5～40℃、かつ年間平均周囲温度 25℃です。 

整備基準を超える温度の場合は期間を短縮してください。故障の原因となります。 

整備基準は保証期間ではありません。 

整備基準超過  
整備基準を超えた継続使用は、故障・事故の危険性が高くなります。 

整備基準になりましたら、必ずお買い上げの販売店又は当社支店、営業所までご連絡ください。 
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６．故 障 の 原 因 と 対 策 
万一、故障が起こった場合には、次の表に従ってお調べいただき、対策を行ってくだ

さい。それでも直らない時は、お買い上げの販売店又は当社支店、営業所へご連絡く

ださい。 

現 象 原 因 対 策 

電動機が回転しない 

ブレーカの作動 ※点検・修理 

電源ケーブルの外れ、断線 結線確認 

修理・交換 

電圧が低い ケーブルサイズ・長さ見直し 

電動機の異常 ※点検・修理 

真空ポンプ本体の異常 

異物噛み込み 

※点検・修理 

電動機保護装置作動 排気口の詰まり、塞ぎの確認 

サーマルリセット 

※点検・修理 

電動機がすぐ止まる 

ブレーカの作動 ※点検・修理 

電圧が低い ケーブルサイズ・長さ見直し 

電動機の異常 ※点検・修理 

真空ポンプ本体の異常 

異物噛み込み 

※点検・修理 

排気配管が適切でない 排気配管径・長さの見直し 

排気口の詰まり、塞ぎの確認 

排気口ブランクフランジを取り外す 

電動機保護装置作動 排気口の詰まり、塞ぎの確認 

サーマルリセット 

※点検・修理 

到達圧力がよくならない 

配管まわりのリーク 

Ｏリングの破損 

配管まわりの締め付け確認 

交換 

水分・溶剤の吸込 吸気口を大気に開放して数分間運転を行

い、その後、吸気口を閉じて約 24時間運

転する 

エアーフラッシュ開運転をする 

トラップ、フィルタを設ける 

電動機の回転数低下 
配線・電圧の確認 

※点検・修理 

真空ポンプ本体の異常 ※点検・修理 

異常音・振動 

締付部のゆるみ 締増しをする 

※点検・修理 

水平に設置されていない 真空ポンプを５°以内にする 

※点検・修理 

異物の真空ポンプ内への侵入 ※点検・修理 

電動機の異常 ※点検・修理 

真空ポンプ本体の異常 ※点検・修理 

※・・・お買い上げの販売店又は当社支店、営業所へご連絡ください。 

７．廃棄 
真空ポンプを廃棄する場合は、現地の法律に基づき廃棄してください。 
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８．仕 様 
８．１ 仕様一覧

形 式 ＤＩＳ－９０ 

設計排気速度 ５０Ｈｚ ９０ 

Ｌ／ｍｉｎ ６０Ｈｚ １０８ 

到達圧力 Ｐａ ≦５ 

リーク量 Ｐａ・ｍ３／ｓ ≦１．０×１０－７

最大吸込圧力 大気圧 

操作温度範囲（室温） ５℃～４０℃ 

電 

動 

機 

種 別 

単相かご形誘導電動機・全閉形・４Ｐ・Ｂ種絶縁 

ＩＰ４４・コンデンサ始動運転形 

サーマルプロテクタ ＴＰ２１２・自動復帰タイプ 

出 力 ｋＷ ０．１５ 

電 圧 Ｖ １００ １１５ ２００ ２３０ 

定格電流

Ａ 

５０Ｈｚ ２．６ － １．３ １．６ 

６０Ｈｚ ２．１ ２．２ １．１ １．１ 

回転数 

ｍｉｎ－１｛ｒｐｍ｝ 

５０Ｈｚ １４３０ － １４３０ １４４０ 

６０Ｈｚ １７３０ １７４０ １７３０ １７４０ 

騒音値 １ｍ ｄＢ（Ａ）

（エアーフラッシュ開運転時） 

≦５２ 

(≦５７) 

吸 気 口 径 ＮＷ２５ 

排 気 口 径 ＮＷ１６ 

寸 法  ｍｍ 

奥行×幅×高さ 
３０８×２１４×２２５ 

質 量  ｋｇ １４ 

冷 却 方 式 空  冷 

そ の 他 時間計・エアーフラッシュ付 

注１ ：排気速度及び到達圧力は、エアーフラッシュ開運転時及びエアーフラッシュ閉運転時ともほぼ同等です。 

注２ ：電動機の許容電圧は±１０％です。 

注３ ：騒音値は無響音室にて到達圧力時に測定した値です。 

注４ ：リーク量は、ポンプ停止時にエアーフラッシュを閉とした時の値です。 

注５ ：水蒸気処理量は、エアーフラッシュ開運転で５ｇ／日 以下(２５℃、湿度６０％ＲＨ)です。 

エアーフラッシュ量は９Ｌ／ｍｉｎです。 

注６ ：出荷時、エアーフラッシュ閉運転・２００Ｖ級結線仕様となっています。 

注７ ：安全のため必ず保護装置を付けてください。 

注８ ：本製品は屋内仕様です。雨や蒸気など水分の当たらない場所に設置してください。 

注９ ：各仕様値は、当社規程の評価基準及び条件にて測定した値です。実際はご使用条件によって異なります。 

注１０ ：上記は、品質改善のため予告なく変更する場合があります。 
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８．２ 外形寸法 
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８．３ 性能データ 
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Memo 
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９．保障と修理サービス

９．１ 保証について 

ポンプ本体の保証 

ご購入いただきました本機は、ご注文主のご指定の場所に納入させていただいた後１年又は運転

８０００ｈｒのいずれか早いうち以内に、本取扱説明書に従った製品仕様内の正常な使用状態で

製品(消耗品は除く)に故障が生じた場合に、故障部分の交換又は修理を無償で行います。但し、

保証期間内であっても下記の付帯条件に該当する場合は保証いたしません。 

      保証期間内であっても下記に該当する場合は保証いたしません。 

①「安全にお取扱いいただくために」の内容を満たさない場合。 

②取扱説明書に記載された操作及び保守以外の取扱いを行ったことに起因する故障。 

③故障の原因が納入品以外の事由による場合。 

④当社が認めていない販売店、代理店で行われた分解、改造、修理等に起因する故障。 

⑤その他、天災、災害などで納入者側の責にあらざる場合。 

⑥消耗品の交換修理。 

尚、ここで言う保証は納入品単体の保証を意味するもので、納入品の故障により誘発される損害

はご容赦いただきます。また、本保証は日本国内においてのみ有効です。 

９．２ アフターサービス 

安全に効率よくご使用いただくために、定期的に点検を行うことをおすすめします。 

保証期間(1 ヵ年)後の調査及び修理は全て有償とさせていただきます。また、保証期間中におい

ても、上記の保証範囲外の理由による故障の修理、及び故障原因の調査については有償でお引き

受け致します。修理を依頼する場合は、添付の「使用状況チェックシート」をコピーして必要事

項記入の上、かならず修理依頼品に添付して送付ください。但し、当社が使用を禁止しているガ

ス、メンテナンス作業時に人体に悪影響を与えるガスを吸引していると思われる場合には、修理

を辞退することもありますのでご了承下さい。 

本機は、厳密な精度で製造されています。従いまして、もし正常に作動しなくなった場合には、

決してご自分で修理なさらないで下記のところへご用命下さい。 

アルバック機工株式会社 ＣＳセンター 

アルバック機工株式会社 特約店 

ご不明のときは、裏表紙のアルバック機工株式会社 営業拠点にご相談ください。 

その他、部品ご入用の場合や取り扱い上でお困りの点がありましたら、遠慮なくお問い合わせく

ださい。 

尚、当真空ポンプが組込まれた装置製品については、装置メーカーに修理を要請願います。 

付帯条件
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ポンプ使用状況チェックシート
（分解点検修理用） 

【送り先】 

□アルバック機工（株）ＣＳセンター横浜サービス課 修理受付宛 

〒223－0059 横浜市港北区北新横浜1－10－4 

TEL：045－533－0509 FAX：045－533－0512 

□アルバック機工（株）ＣＳセンター宮崎サービス課 修理受付宛 

〒881－0037 宮崎県西都市大字茶臼原291－7 

TEL：0983－42－4135 FAX：0983－43－2159

お客様名  

ご担当者名  

ＴＥＬ ＦＡＸ 

ご購入年月       年   月 ご購入元  

機種名  製造番号(SERＩAL ＮＯ)

１．ご依頼内容 

  □ 保証期間内の修理依頼。（無料） 

  □ 評価機の分解調査依頼、または、不具合品の調査依頼。（無料） 

  □ 即、修理を依頼したい。（有料） 

  □ 定期点検（オーバーホール）を依頼したい。（有料） 

  □ 修理を依頼したい。ただし、事前見積を提示願いたい。 

２．故障状況 

  □ 異常音がする。  □ 圧力不良   □ 動作不良  □ その他           

３．ポンプのご使用目的（または装置名） 

４．吸引気体（ガス）の種類 

  （１）人体への影響     無害    有害   

  （２）ガスの種類・名称                   （必ずご記入願います） 

５．ポンプの動作環境 

  （１）使用時間：          hr   □ 24hr 連続運転   □ 間欠運転 

  （２）設置場所：             

  （３）周囲温度：          ℃ 

  （４）使用圧力：          Pa 

６．連絡事項 

※ 本用紙は、修理作業者の安全確保のため上記項目をご記入の上、依頼品のポンプに添付願います。 

本用紙が添付されてない場合は、点検修理をお受けできないことがありますのでご了解願います。 

発行日   年  月  日

ご捺印欄

   年  月  日ご希望納期



製品に関するお問い合わせ 

製品に関するご不明な点、またご注文に関するお問い合わせはお近くの弊社営業部門へご連絡下さい。 

≪営業部門≫ 

横浜支店 〒２２３－００５９  神奈川県横浜市港北区北新横浜１－１０－４ 

・ＴＥＬ（０４５）５３３－０２０３（代） ・ＦＡＸ（０４５）５３３－０２０４ 

海外営業部 〒２２３－００５９  神奈川県横浜市港北区北新横浜１－１０－４ 

・ＴＥＬ（０４５）５３３－０２０６（代） ・ＦＡＸ（０４５）５３３－０２０４ 

大阪支店 〒５３２－０００３  大阪府大阪市淀川区宮原３－３－３１（上村ニッセイビル５F） 

・ＴＥＬ（０６）６３５０－２１６６（代） ・ＦＡＸ（０６）６３５０－２１６９ 

名古屋支店 〒４６０－０００８  愛知県名古屋市中区栄３－１１－３１（グラスシティ栄ビル８F） 

・ＴＥＬ（０５２）２４９－５１２１（代） ・ＦＡＸ（０５２）２４９－５１２２ 

修理に関するお問い合わせは弊社サービス部門ご連絡下さい。 

≪サービス部門≫ 

ＣＳセンター横浜 〒２２３－００５９  神奈川県横浜市港北区北新横浜１－１０－４ 

・ＴＥＬ（０４５）５３３－０５０９（代） ・ＦＡＸ（０４５）５３３－０５１２ 

ＣＳセンター宮崎 〒８８１－００３７  宮崎県西都市大字茶臼原２９１－７ 

・ＴＥＬ（０９８３）４２－４１３５（代） ・ＦＡＸ（０９８３）４３－２１５９ 

ULVAC GmbH Parkring 11, 85748, Garching, Germany

・ＴＥＬ（４９）８９－９６－０９０９－０ ・ＦＡＸ（４９）８９－９６－０９０９－９６ 

アルバック機工株式会社 
ULVAC KIKO, Inc. 
www.ulvac-kiko.com

本社・工場  

〒８８１－００３７  宮崎県西都市大字茶臼原２９１－７  

ＴＥＬ : ０９８３-４２－１４１１（代） 

ＦＡＸ : ０９８３-４２－１４２２ 


